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1 .問題の所在

高度情報社会は， r価値共有性の促進Jと「価

値多元化の促進Jとしづ相矛盾する機能を果た

している。価値の多元化が進むことにより，コ

ミュニケーションの成立が困難な社会でありな

がら，コミュニケーションをとることの重要性

は増す一方であるという矛盾をきたしているD

現代の子どもたちは，大人と同等の「消費者j

「情報管理者j であることを求められる一方，

人間関係を形成するのが不得手であるという実

態が指摘されている。このため，子どもと教員

の間におけるコミュニケーションにおいては，

コミュニケーションの矛盾が，さらに先鋭化し

ていると考えられる。

また，価値多元化社会においては， r自立した
個Jが主体性・創造性を持つ人間として高い評

価を受けることになる。そこで， r自立した個J

をどのように育成するかという点が，これから

の教育の一つの課題となる。この点において，

子どもたちに対する教員の影響力は大きい。

以上のことから，教員のコミュニケ}ション

能力の重要性は今まで以上に高まらざるを得な

いが，教員が子どもたちとうまくコミュニケー

ションできているかどうかは疑問である。

本研究では，教員から子どもたちへの言葉か

けに焦点をあて，教員の言葉かけが生徒の「学

習意欲」に与える影響と， rメンタリングj とい

う概念とのかかわりとしづ観点から検討する。
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本研究の目的は以下の2点である。

1 )教員のコミュニケーションの実態について，

子どもの f学習意欲Jに及ぼす教員の「言葉か

けJの影響に着目して調査する。

2)教員が子どもたちの自発的な学習をe促すコ

ミュニケーションについて学ぶための， rコミュ

ニケーションの構造Jrメンタリング・コミュニ

ケーションJなどの内容を含む，教員のための

研究教材をデザインし，開発する。

2.教員のコミュニケーションの実態に関する

調査

子どもの教育における教員のコミュニケーシ

ョンの実態を明らかにすることを目的として，

大学の学部生を対象に，小・中・高校(学習塾・

予備校も含む)の先生から受けた「やる気をな

くした言葉Jrやる気の出た言葉jについて調査

を行ったD

その結果，以下の4点が明らかとなった。

1 )教員のコミュニケーションは，必ずしも価

値多元化社会の現状に適合したコミュニケーシ

ョンではない。

2)おそらく非意図的であろうが，子どもの学

習意欲を低下させる教員の言葉かけが見受けら

れる。

'3 )学習意欲を高める言葉かけは，それを行う

適切なタイミングと言語表現に加え，受け手の

認知・感情を的確に把握していることが重要で

ある。
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4) コミュニケーションにおけるメッセージの

意味を決めるのは受け手である。

3.研究教材のデザイン

1 .および2.で論じたことを踏まえ， rコミ

ュニケーションの構造」や「メンタリング・コ

ミュニケーションj について学ぶための研究教

材を作成した。研究教材は，まず「オリエンテ

ーションテストJを受け， 4つの f講jの内容

を学習し，最後に「修了判定テストJを受けて

基準点を満たせば修了する，という形で成り立

っている(図1)。
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図1 研究教材の f学習マップJ

4.研究教材の試行と改善の方向性に関する検

討

作成した教材を3年以上の教職経験者にみて

いただき，表記に関することや自学自習教材と

しての完成度などについてヒアリングを行い，

そこで得られた意見を検討して，教材の修正を

行った。

5.今後の課題

今後の課題としては，以下の2点があげられ

る。

1 )教員と子どもたちの聞のコミュニケーショ

ンの実態について，さらなる調査を行うこと。

今回は大学生対象の調査で、あったが，実際の

小学生・中学生・高校生対象の調査を行い，ど

のような言葉かけがどのように学習意欲に影響

を及ぼすのかについて，さらに調査を進めたい。

また，教員対象の調査も合わせて実施し，教

員の発話意図と実際の発話との差や，それが学

習意欲に及ぼす影響などを調査することが必要

である。

2)作成している研究教材の改善を行うこと。

まず，作成している研究教材の有効性の検証，

および教材目標との整合性の検証を行う必要が

ある。教材に付したアンケートを回収し，教材

のねらいが達成されているかどうかを検証した

い。また，実際の現場で行われている言葉かけ

を収集し，実用的な実践集を作成したり，今回

の教材コンテンツを基に， e-learningを活用し

た教材開発を行ったりすることにも取り組みた

し、。

なお，今回作成した研究教材は， rSituational 

Leadership II Jの理論や「教師学 (T.E.T)Jの

内容が適宜参考にされている。これらの内容は

それぞれ特許や登録商標，著作権などによって

保護されている。研究が進み，将来この研究教

材が公の場に提供される場合には，著作権者と

の十分な意思疎通を行うことが必要である。
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